
,                .                                     ´

61                    ・‐

1

浄lll ll｀

ノヽ
1ヂ午

痢 ニ

藉子ハ
ノ 土

業 国
也 中

メ
`T::ち

農
業
第

一
に
本
公
可
申
候
．
貴
回
は
別
而
金
銀
の
ケ
ぎ
励
故
、
キ
抱
弟

一
に
働
さ
可
申
民

但
し
貧
亀
人
に
は
成
丈
け
池
行
攻
し
、
門
立
ｔ
ｔ
食
に
は
施
食
敗
レ
可
甲
候
．

．
ん
神
丼
象
参
り
ぼ
缶
周
致
宍
蒐
を
は
７
ム
と
六
加
解
す
べ
し
．
品
に
よ
４
比
元
よ
り
瑚

る
前
を
メ
て
参
″
候
者
右
え
候
庫
ゞ
六
事
に
取
扱
可
申
候

．
九
月
け
ミ
つ
て
付
春
ひ
の
町

一呼嗜膨罰櫛動な蜻りはけ燿鳴ポ囀断射は好駄旬酷刺」「ねＬ、で者初蹴巧所な

比
友
は
何
∩
用
ｔ
鳥
と
候
へ
ど
も

、
あ
ま
り
た
よ
り
無
た
付
書
最
及
じ
侯
ｃ
届
次
第
直
に

返
事
送
り
Ｔ
甲
候
。
何
ん
ぞ
ミ
ι
友
候
へ
六
、
降
瞑
は
三
爾
ヘ
ケ
敷
、
商
人
の
一冥
物
起
も

御
政
め
石
ｔ
程
く
菫
よ

い
送
り
物
は
ス
下
よ
り
と
ん
と
ゃ
め
な
り
ο
唯
無
事
入
嬌
延
主
く

事
、
共
朴
違
ス
帰
セ
事
η
み
淘
議
可
甲
候
。
日
方
一
匁
に
付
二
厘
五
ｔ
の
ち
ん
ク
●
千
島

里
立
し
行
↑
野
便
な
り
。
幕只
解
客
´
ｔ
ρ
も

。
早
マ
返
書
行
入
侯
ｔ
¨

一一　
亥
縦
獅
い
開
「
ふ
叫
　
　
　
拍
川
琳
肥
後
囲
ス
早
伽
一
町
同
肘

・
　

　

・
臨

川

庵
　
団

質
畑
縣
馬
猥
国
丹
Ｍ
稿
尾
崎
村
　
　
一　
一　
　
一　
　
・
・　
　
・

・　

‐
一　
　
賜
　
口
　
訂
　
平
　
薇
　
一　
　
　
一　
　
　
　
　
　
・一　
　
　
　
　
　
．

〓
二
二
良
慢
テ
食
ハ
ん
ヽ
シ

・
形
耐
川
魚
ハ
栗
也



62

・此
″
一
肝
一

〓

人
”
γ■
ｔ

．
一
・

テ ス )

F衡 べ)

フ
ー
リヽ

べ)Lヽ

シ ヤヽ

。 ウヽ

夏
向
ハ
■
タ
リ
新
々
食

‐スベ
，

。
勉
碗
ハ
薇
ハ
禁
ナ
■
一
一

ツ、
ト
ォ
ン‐
類
ハ
暑
抒
也
。
六
月
せ
日
ゴ
ハ
リ
ス
食
入
ベ
ン

，

紫
鮎
∵
葛
片
‐‐―か
「共
小
色
々
野
ス
ノ
類
ハ
屋
敷
口
■
そヽ
畑
一一体
■
置
ク
ベ
ャ
・
各
ヘ
ノ

時

一一
ュ

′

一
山

午
帯

ハ
・腹

ン

″
来

一
人
ハ
汁

ノ

来

一一
ョ

シ

・
覆

置

ヽ

汗
・

驚
狂
ノ‐́‐．荻
主
ハ
Ｌ
ス
■
々
ヽ
「

，
ズ
。
熟
ｎ
′

・）
「
咤
「
「
■
‥‥ノ
刊
づ
切
一
す
「
一
一
　
寄
可
　
「
・■
一
一
　
鶴
■
一
・
・一
λ

石
の
書
簡
鷹
唄
泄
八
年
夏
の
故
抑
．へ
の
供
Ｌ
で
ぁ
る
「
上
六
庁
実
好
ガ
事
な
筆
跡
で
一

月
事
な
筆
跡
で
反
々
改
カ

へ
書
と
寄
ｉ

ら
一れ
■

右
の
文
面

の
一や
す
ほ

極

め
‘
残
力
に
い

，
７
し
書

か
れ
で
あ

る
沖
●
ざ

．の

卜
揮
ン
わ
抑
抑
い
易

浩
押
肝
一註
診
経
糀
鐙

易
け
せ
る
や
Ｉ
な

一準一毎メリ・一し， ニ
ミ
一一一
月中
一一へ，
′．ギ
高〓
一一．止
卜↓じ一・　一
一一

・
¨
　

　

一
一　

　

　

　

　

　

・　

　

　

　

　

・

´
　

　

一　

　

　

　

　

一　

・」

・
　

・　

・　

・

¨
　

　

　

　

　

・

．
　

．
　

・
¨
一

・　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．
　

　

　

・

卜‐イ

早

ヽ
甲

一
タ
ィ
ト
ア
リ
‘
尺

フ
ウ
デ

ァ
Ｌ、ハ
ン
勒

飛

ス
ご
ク

・■

婁
テ
■
汗
′
住
六
七
■
■
二
日
Ｉ
（
状
物

一
ス
、
シ‐
一
　

　

　

・一
　

一

■

．

ヽ

卜へ

れ



一一
一一一一
一・
・一一

一
一一
一一一・・一・一一ど

一一一一一・一・督一一・一一．一一一一

・ ．に
一一一．一一一一一一一・一一一・

:彙
| と|

‐
と

■
‐

は

II皮
:1ヽ

マ :

・ 1.11｀

::'前

■ 斉
:」 ま:

|.:て
'lj乙 :

■附
力13

ヘ

活石L).

ニ

ィヘ |

`F)       :

'「
|

イテ:

●
一
●

■

一

一み
授

一
一

上
＾
卜
孝
．養
外
“
″
晨̈
″

，

■
■
無
．補
出
発

無
祐
●

一
■

」″
年一き，‥・組期駒呼薦・裁・”一
″”

求
漱
一
ち
′
一
「
一
二
一
一

　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
●

，

「
人
眠
Ｄ
手
両
親
ヘ

・商
Ｉ
■
一
還
鳥
状
一

燿
踊
濃
慮
父
■
力
‐‥‥

一．■

．・・・
・」一
・一〓

「

・́
　

一
¨
一
一

・

一

一　

一
．

ヽ

の
書
信
中
に

ヽ
一　

一
・
　

　

　

　

　

一

で
置

Ａ

た

。

て
十
一

．Ｆ
ｉ
〓
奮
■

配
減
‘
定

:「
りでL
の

I:3、

■む

■間
‐わ

11′蜜i

tざ1芝
:

=r7
1ザ

ー:::4

●

一一
一
・
一
　

　

＾
‘

|‐■■‐ ~r■ ●‐■ ..._,,,‐■■■ヾ F―・~下■

“

雪■摯 幣摯摯導 :ヽF科Ⅲ留 ■デ  「一ご一

一
　

．
　

一

一　

　

　

　

”

一
　

｝瞥

一　

　

一

儡
一　
　
　
　
　
一

・・
一Ｉ

Ｌ



・
と

あ

る
，
師

，一ど
な

ナ

■
濠
く
厖

■
ケ

・」や
の
出
水

な

”

一
舗

で
あ
る

に
授
ぜ
ち

た
だ
吉

戯
総
喬
九

士

の

も
織

に
た

こ
二
鷹
相
通
ず

彊
サ
の

２

じ
の
Ｘ

ざ
子と
感

ず
ヶ
”
の
で

あ

■
卜

前
思

卜
Ｆ
抄
施
髪

ど
申
断

け
諾

々

の
家
伊

み

の
み
一，
↑
ヶ

と
阿
誌
陀

置
に
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．
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世
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又
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又
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篤
ど
相
闘
丁
恨

下
候
′
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

是
ヶ
ｔ
各
ケ
方
精
出
し
て
御
を
響
波
踏
候
ぼ
ソ
不
壺
内
趣
来
み
摯
台
の
一上

～ｚ
て
産
位

含
島
事
御
物
諸
可
申
上
候
。
太
ん
な
た
の
し
み
に
ユ
タ
御
２
紆
御
唱
可
仮
成
候
．

．
是
よ
■
外
立
申
上
度
鉄

、
一
向
粛
御
座
候
．
尚
査
々
へ
も
好
‘
御
申
間
せ
．Ｔ
被
成
民

■
　
　
．　
　
　
・　
　
　
．
一
・　
　
　
　
南
鷺
河
磁
陀
響
　
穴
賛
　
　
　
一．卜
■
―

天

保

口

己

年

二

月

サ

ニ

日

　

　

天

単

島

　

　

．

．　

´
　

　

．
　

　

　

．　

　

．
．

前
大
借
鶴
　
海
ボ
　
定
　
舜

此
の
書
簡
に
よ

つ
て
上
人
∂
饉
持
は
孝
ぶ
お

つ
■
て
ゐ
ら
れ
る
事
バ
窺
は
れ
る
ｏ
又
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双
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ヽ
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を
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